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大学待機場所について 

大学待機場所設置条件 

（1）大会主催者が認めたエリア内の木陰のエリアのみとする。 

（2）一般利用者の妨げとならないように十分注意し、通路の確保を徹底する。 

（3）待機場所内では密にならないように注意し、常にマスクの着用を徹底する。 

（4）エリア内の植栽等を傷つけないよう十分注意する。 

（5）ゴミ等は必ず各自で持ち帰ること。 

（6）随時、施設職員が巡回し、利用状況を確認します。施設職員の指示に従っていただくとともに指示や条件を守っ

ていただけない場合は、利用中であっても撤収していただく可能性があります。 
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コーチングエリア兼撮影可能エリアについて 

 

1．概要 

(1)本大会では、コーチングエリア兼撮影可能エリアを設ける。場所は以下の図を参照すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)コーチングエリア兼撮影可能エリアは大学スタッフ IDを着用している者のみ利用可能とする。 

(3)コーチングエリア兼撮影可能エリアは選手 IDを着用して利用することは認めない。 

(4)各コーチングエリア兼撮影可能エリアの利用可能人数は以下の通りとする。 

コーチングエリア兼撮影可能エリア① コーチングエリア兼撮影可能エリア② コーチングエリア兼撮影可能エリア③ 

各大学 3名まで 各大学 1名まで 各大学 1名まで 

(5)コーチングエリア兼撮影可能エリアは大学待機場所とは異なるため、場所取りをすることは禁止する。 

 

2.注意事項 

(1)コーチングエリア兼撮影可能エリア①・②では、声掛け、撮影、タイム計測を認める。ただし、声掛けをする際は、

必ずマスクを着用し、大声にならないようにすること。また、撮影やタイム計測は競技に支障をきたさない範囲で行

うこと。 

(2) コーチングエリア兼撮影可能エリア③では、競技運営との関係上、撮影、タイム測定のみを認める。 

(3)特に、コーチングエリア兼撮影可能エリア③(ゴール付近)は、写真判定や周回記録等多数の競技役員が運営を行う。

利用する大学スタッフは運営に支障をきたさないよう、十分に注意すること。 

(4)万が一、上記に反する場合、コーチングエリア兼撮影可能エリアから速やかに退場してもらう場合がある。 

(5)競技終了後、速やかにコーチングエリア兼撮影可能エリアから退場すること。 

(6)競技役員の指示には必ず従うこと。 
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